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Ab250 , Ab400 , Ab400/Ab2 5 0 ，極性的属性として Kp 2 5 0 ，被酸化的属性としてCOD
(Mn) ，分子サイズには溶解成分の分離法が最も最適である乙とを見出しているO




(3) 以上の結果を時・空間的に積分する方法論を検討するため，淀川の上・中流域を対象!L， B 0 D およ
びKMn04 消費量を代用指標として磯島取水点の水質変動をパワースペクトル解析して， 降雨による
突発的負荷増加を検出し，空間的には， 1) 林地・田畑の直接流出， 2) その間接流出， 3) 不浸透市
街域， 4) 点源発生源の負荷流出モテぜルを構成し，カノレマンフィルターを適用して空間種別ごとの磯島
水質負荷寄与率を求めている。乙れによって，取水点水質濃度を基準として，寄与率に応じた発生源監
視の時・空間密度の決定が可能になり，上記種別では， 1) と 3) についてそれぞれ流域面積 1000Km2
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100 胎n2 の数日単位の監視(または制御)が相対的に有効な乙とを示しているO
(4) TOX P を指標として，家庭雑排水対策や不浸透面排水の浸透処理を含む 9 種の発生源施策の浄水場
原水iζ対する感度シミュレーションを行い， 3 レベノレの臨界濃度によって決まる 4 フェーズの水質監視
・制御方式を提案しているo 実際の発生源施策・高度浄水費をも推算して，第 2 ， 3 フェーズでは発生
源制御に相対的重要性が移る乙とを見出している。
以上のように本論文は，微量有機汚濁物質の発生源制御に関して体系化されたはじめての研究成果であっ
て，水理・水文現象と水質化学現象との統合についても有用な知見を与えており，水資源工学および水質
管理工学の理論および実際に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと
認める。
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